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BOOK SHELF
一
九
九
○
年
代
に
入
り
急
速
に
進
展
し

た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
一
世

紀
に
お
い
て
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
、
経
済
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
中
の

人
々
の
毎
日
の
生
活
に
様
々
な
形
で
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
は
何
か
、
そ
の
鳥
瞰
図
を
得
る
た

め
、
ア
ジ
研
図
書
館
の
所
蔵
し
て
い
る
資

料
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
人
間
開

発
』（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
人
間
開
発
報
告
書
１
９

９
９
、
国
際
協
力
出
版
会
、
一
九
九
九
年

一
○
月
刊
、
請
求
記
号C

/3
3
9
/N
1

）。

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済
だ
け

で
な
く
、
文
化
や
技
術
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

統
合
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
世
界
中
ど
こ

に
い
て
も
人
々
は
世
界
の
遠
く
離
れ
た
場

所
で
起
き
た
事
件
の
影
響
を
受
け
、
お
互

い
に
関
わ
り
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。」

本
書
は
、
人
々
の
真
の
幸
福
と
は
何
か
に

焦
点
を
据
え
、
貧
困
の
撲
滅
、
平
等
の
実

現
等
こ
そ
が
そ
の
大
前
提
と
し
、
グ
ロ
バ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
て
い
る

様
々
な
問
題
を
網
羅
的
に
分
析
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
開
発
問
題
を

考
え
る
う
え
で
必
読
の
書
で
あ
る
。
巻
末

の
国
別
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
（
人
間
開
発
指
数
）
な

ど
貴
重
な
デ
ー
タ
も
豊
富
で
あ
る
。

『
二
一
世
紀
の
問
題
群
―
―
持
続
可
能

な
発
展
へ
の
途
』（
佐
和
隆
光
編
著
、
新

潮
社
、
二
○
○
○
年
三
月
刊
、

A
A
/338.92/N

1

）
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
ラ
ス
の
側
面
を
引
き
出
す
た
め
に
三
つ

の
対
応
―
―
複
数
の
基
軸
通
貨
、
市
場
原

理
主
義
か
ら
環
境
配
慮
型
へ
の
転
換
、
通

信
イ
ン
フ
ラ
の
地
球
規
模
で
の
整
備
―
―

を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
一
世
紀
の

主
な
問
題
と
し
て
、
人
口
、
都
市
化
、
食

糧
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
の
五
つ

の
問
題
を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
発
展
の
シ

ナ
リ
オ
を
地
球
規
模
で
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
考
え
る
う
え
で
、
諸

問
題
を
概
観
で
き
る
好
著
で
あ
る
。

『
開
発
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

（
土
生
長
穂
編
、
柏
書
房
、
二
○
○
○
年

四
月
刊
、C

/338.92/K
7

）。
本
書
は
、
次

の
八
項
目
の
視
点
と
四
つ
の
発
展
途
上
地

域
別
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析

し
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
開
発
と
国
際

金
融
、
貿
易
、
環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人

権
、
再
分
配
、
地
方
自
治
、
国
家
の
観
点

か
ら
分
析
し
、
第
Ⅱ
部
「
21
世
紀
世
界
の

開
発
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ

リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
一

部
地
域
で
は
国
別
に
開
発
問
題
の
現
状
と

問
題
点
お
よ
び
展
望
を
分
析
し
て
い
る
。

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
現
状
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
中
で
近
代
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
に
疑

う
こ
と
な
く
邁
進
し
て
い
る
過
程
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
代
を
相
対
化
し
て
み
れ
ば
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
『
成
功
』
と
い
う
一
言
で

は
片
づ
け
ら
れ
な
い
重
要
な
問
題
を
提
議

し
て
い
る
と
言
え
る
」
と
い
う
結
論
は
、

開
発
優
先
へ
の
厳
し
い
反
省
と
し
て
重
く

受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影

―
―
21
世
紀
世
界
の
経
済
・
政
治
・
社
会

―
―
』（
加
藤
義
喜
・
青
木
一
能
編
著
、

文
真
堂
、
二
○
○
一
年
二
月
刊
、

G
/330.191/G

11

）。
本
書
は
、
三
部
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
部
二
一

世
紀
の
諸
相
に
お
い
て
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
ほ
か
に
、
前
掲
書
で
は
取
り

上
げ
て
い
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
欧

米
社
会
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
行
方
、

儒
教
文
化
圏
の
行
方
に
三
章
を
割
き
、
生

活
の
原
点
で
も
あ
る
宗
教
的
な
側
面
か
ら

分
析
を
行
っ
て
い
る
。

『
開
発
戦
略
の
再
検
討
―
―
課
題
と
展

望
―
―
』（
大
野
幸
一
・
錦
見
浩
司
編
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
○
○
○
年
三
月

刊
、C

/338.92/A
j3

）。
本
書
は
、
当
研
究

所
の「
二
一
世
紀
の
開
発
戦
略
研
究
事
業
」

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
開
発
戦
略

論
の
再
検
討
」
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。

開
発
戦
略
を
考
え
る
た
め
の
分
析
枠
組
み

の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

第
二
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
開
発
戦
略
」

に
お
い
て
、
政
府
（
国
家
）
の
役
割
を
分

析
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
増
幅
す
る
市
場

の
機
能
不
全
に
対
応
す
る
た
め
、「
国
民

国
家
は
正
当
な
経
済
的
枠
組
み
の
基
準
で

あ
り
続
け
る
」
と
し
て
い
る
。

『
途
上
国
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

―
―
自
立
的
発
展
は
可
能
か
―
―
』（
大

野
健
一
著
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
○
○

一
年
一
二
月
第
二
刷
刊
、A

A
/33/T5

）
は
、

第
一
回
大
佛
次
郎
論
壇
賞
の
受
賞
作
で
あ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
中
央
ア
ジ
ア
を
例
に
、

わ
か
り
や
す
く
個
々
の
途
上
国
の
条
件
に

あ
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
共
通
し
て
読
み
と

れ
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
、
単
一
な
国
際
標
準
を
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
個
々
の
国
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
検
討
す
る
と
同
時
に
、
受
け
る
側
も
そ

れ
ぞ
れ
の
国
家
・
政
府
が
自
国
の
状
況
に

応
じ
て
適
切
な
国
際
化
を
行
う
こ
と
が
重

要
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

当
館
の
所
蔵
で
は
な
い
が
、
雑
誌
論
文

を
二
つ
紹
介
す
る
。「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
途
上
国
」（
黒
崎
卓
・
山
形
辰

史
著
、『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
二
○
○
二
年

三
月
号
所
収
）
は
、
簡
潔
に
そ
の
プ
ラ
ス

面
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
分
析
し
て
い
る
。
世

銀
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
等
に
よ
る
「
人
間
の

顔
を
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ざ
せ
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
世
界
の
貧
困
層
を
救

う
」（『
論
座
』
二
○
○
二
年
三
月
号
所
収
）

は
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
の
反
論
で
あ

る
。ま

た
Ｃ
Ｓ
Ｇ
Ｒ
（C

entre
for
the

S
tudies

of
G
lobalisation

and

R
e
g
i
o
n
a
l
i
s
a
t
i
o
n

）

http://w
w
w
.w
arw
ick.ac.uk/fac/soc/C

S
G

R
/A
bout.htm

l

）
の
研
究
成
果
も
参
照
さ

れ
た
い
。

（
は
し
も
と
　
し
ん
じ
／
図
書
館
長
）

橋
本
真
治

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
入
門

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー


